
地域の担い手から創り手へ、
地域みんなでまちづくり NPO法人おむすび

理事長 大畑伸幸

20250529北海道社会教育セミナー



小学校教員8年

中学校教員１０年

社会教育行政２０年

市民活動２２年目
ネイチャーキッズ寺子屋

六日市町教育委員会3年
匹見町教育委員会3年
益田市教育委員会5年
益田市教育委員会9年

新たな市民活動１年目
NPO法人 おむすび



人が幸せに生きるために大切なものは？

ハーバード大学の研究で・・・

７２４人を７５年にわたり追跡調査

人を幸せにし、健康にするには・・・

何よりも良い人間関係



心のエンジンの駆動

他者との出会い

偶発

親の８割は
サラリーマン

多様な体験の機会（情報）を与える



島根県益田市
MASUDA CITY

萩石見空港⇔10分⇔市役所
⇔９０分⇔羽田空港



島根県内最大面積の中に、

20地区の集落 & 4万3000人

東京都23区（627㎢）以上の面積733k㎡のまち





豊富な余暇時間 と 全国有数の出生率

子どもが産みやすく 、ゆとりある生活が出来るまち

全国２位の余暇時間
島根県の平均帰宅時間 18時16分（都道府県全国2位）

全国６位の合計特出生率
島根県1.４６（都道府県全国2位）

益田市1.76（全国111位、県下市町村2位、県下市1位）



圧倒的な人口流出 と Uターンしない若者

高 校 卒 業 時 に 、９割 の 高 校 生 が 市 外 転 出 の 実 情

大 学 卒業 後 に 、 Uターンする若者３割 の 実 情
(出典 平成27年 益田市総合戦略)
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35%34%

12%

4%

%

とてもそう思う ややそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

無回答

275人
544人中51%

益田市には「なにもない」と感覚的に答える子どもたち

中 高 生 対 象 2 0 1 8 年 度 益 田 版 カ タ リ 場 事 前 ア ン ケ ー ト

そ う 思 う 。

【益田市には、「なにもない」】

→ 都 会 の リ ソ ー ス フ ル な 環 境 へ の 憧 れ を 醸 成
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7%

37%

43%

9%

4%

%

とてもそう思う ややそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

無回答

【益田市には魅力的な大人が多い】

そう思わない。

282人
536人中

地 域 の 大 人 と 子 ど も が 繋 が れ て い な い 現 実

【気軽に話をすることができる、
地域の大人の人数】

42%が、0人と回答

225人
535人中

中 高 生 対 象 2 0 1 8 - 9 年 度 益 田 版 カ タ リ 場 事 前 ア ン ケ ー ト

→ ロ ー ル モ デ ル と の 出 会 い が な い ま ま 大 人 へ



全国1位の豊富な余暇時間に裏付けされた、多様な足場・顔を持てる環境

ワークキャリアから、ライフキャリアの概念へ

(1)仕事の顔 (2)地域での顔

(3) 趣味での顔 (4) 家庭での顔



益田市長

山本浩章

ラ イ フ キ ャ リ ア 教 育 で 、 未 来 を つ く る
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ライフキャリアワークキャリア

進路
就職先
企業

＋

どんな人になりたいか
何を大切にしたいか
生きがいは何か

人生観

(例) 人見知りを克服して、
積極的にいろんな人と話せるようになりたい。

ライフキャリア教育の背景・課題意識

ワークキャリアを包含したライフキャリア教育へ



青年期青年期

幼児期

小学生期

中学生期

高校生期

義務教育

高校教育

幼稚園
保育園

about

with

地域について
知る・伝える

in
地域の中で
体験する・浸
る

【目指す姿】

○日々の目標に対し、能動的に生

き、自らの可能性を広げるこ
とのできるひと

○保幼・小・中・高など、すべての年代を通じて、活動の軸に「ライフキャリアを体現しているひと
（益田人１００）」との出会いを位置づけるプログラム。
○子どもたちが、各年代で出会いを積み重ね、出会いの輪を広げながら、目指す姿を達成する。

「益田人１００」を軸としたライフキャリア教育の流れイメージ図

地域と共に
未来を描く・結
ぶ

for
地域のために
行動・貢献

ライフキャリアを
体現しているひと
（益田人１００な

ど）

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
次
世
代
と
関
わ
る

ロールモデルとの出会いを
通し、価値観を広げ、
心に灯をともす。



青年期青年期

幼児期

小学生期

中学生期

高校生期

義務教育

高校教育

幼稚園
保育園

about

with

地域について
知る・伝える

in
地域の中で
体験する・浸
る

【目指す姿】

○日々の目標に対し、能動的に生

き、自らの可能性を広げるこ
とのできるひと

○保幼・小・中・高など、すべての年代を通じて、活動の軸に「ライフキャリアを体現しているひと
（益田人１００）」との出会いを位置づけるプログラム。
○子どもたちが、各年代で出会いを積み重ね、出会いの輪を広げながら、目指す姿を達成する。

「益田人１００」を軸としたライフキャリア教育の流れイメージ図

地域と共に
未来を描く・結
ぶ

for
地域のために
行動・貢献

ライフキャリアを
体現しているひと
（益田人１００な

ど）

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
次
世
代
と
関
わ
る

ひとづくりの好循
環
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ライフキャリア教育で大事にしていること

日々を前向きに生きている益田びととの

対 話
を通して、多様な価値観・生き方に触れる



益 田 版 カ タ リ 場

地域の大人とのつながりの一歩目
講 演 で は な く 、 1 対 1 の 対 話



ライフキャリア教育で
未来をつくる。

島根県益田市

地域の大人と子どもが1対1で対等に語り合い、これから「どんな大人になりた
いか」生き方を考える授業です。人との繋がりが希薄な時代だからこそ、2時
間の授業の中で本音で話し合うことによって、子どもと地域の大人が繋がり、
その後も気軽に話し合える関係になります。 

[キーワード] #地域の大人 #「またね」の関係づくり

高校生と首都圏の大学生が授業の中で語り合うキャリア学習プログラム。親や
先生のようなタテの関係でもなく、友達のような横の関係でもない、ちょっと
年上で利害関係のない「ナナメの関係」との対話がコンセプト。認定NPO法
人カタリバが開発して、2001年度より首都圏を中心に展開されている。

[キーワード] #大学生 #一回きりの「ばいばい」の関係だから話せること

「カタリ場」とは? 

「益田版カタリ場」とは? 
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益田版

小 学 校 で 高 校 生 と 語 り 、 中 学 校 で 地 域 の 大 人 と 語 り 、

高 校 で 働 く 大 人 と 語 り 、 高 校 卒 業 前 に 、 小 学 生 に 語 る 。



小学生が、中学・高校生活の未来
のイメージを描くことができる

小学校カタリ場
小 学 生 × 高 校 生

卒業前の高校3年生とこれから
中学生の小学5-6年生によるカタリ場

「思春期」を終えた高校生から、
これから「思春期」の小学生へ

中学校カタリ場
中 学 生 × 地 域 の 大 人

高 校 カ タ リ 場
高 校 生 × 企 業 の 大 人

「挨拶」の関係から、「相談」の関係へ
ちょっと年上の先輩と、
ちょっと先の未来を描く

カタリ場を受けてきた高校生は、
学業生活を終える最後に、自分が
語り手として、小学生に語る

中学校区の地域の大人
と中学生によるカタリ場

公民館と連携をして、
地域の担い手がカタリ場に参加

地域で会う機会があるからこそ、
しっかり関係をつくり、その後の
地域での活動づくりのきっかけへ

社会人の若手や大学生
と高校生によるカタリ場

市内企業と連携をして、
若手職員がカタリ場に参加

益田版カタリ場の種類

住んでいる地区を超えて、
多様な大人との繋がりづくり、
活動づくりのきっかけへ



カタリバ参加キャスト → 地域で子どもと共に活動する伴走者へ

カタリ場からの活動の広がり

高校生の活動
例 ミライツクル

プログラム
「高校生カケル」

地域の大人の活動
〇ライブラリマル
シェへの参加

地域の大人の活動
〇ミライツクルプ
ログラムへの参加

地域の大人の活動
〇新・職場体験へ

の参加
地域の大人の活動
〇公民館活動への

参加

地域の大人の活動
〇オモイをカタチ
にワークショップ



つながる

まずは対話から
安心して話せる場

楽しいことをつくる

他者が必要



【 北 仙 道 地 区 】
陽光会

【 豊 川 地 区 】
とよかわっしょい

【 匹 見 3 地 区 】
匹中会

公 民 館 を 拠 点 と し た 、 中 学 生 地 域 活 動 チ ー ム

→公民館職員による仕掛け&伴走



地域での活動

２０地区
９中学校区

学校外での活動の広がり



将来に対して明るい希望を持っていますか？

あなたのことを応援してくれる大人が周りに
いると感じますか？

８２%

９１%

日本の平均５４% ＠アメリカ並

＠2024年 益田市中高生アンケートより



将来、益田市に住みたい？！

2018年成人式 2019年成人式 2023年成人式

５０％ ６９％ ８３％

益田市には、魅力的な大人が多い？！

2018年成人式 2019年成人式 2023年成人式

５１％ ７０％ ９０％



何もないまちから

何でもつくることのできるまちへ



学校での学び と

地域での実践（社会教育）

の往還を！

国語科（説明文の学習）

総合的な学習の時間
（イキカタズカン）

国語科（プレゼンターションの学習）

学校行事（学習発表会）

社会教育（まちづくり団体の事業）

町の幸福論より

東京書籍６年生国語



イキカタ・ズカン 総合的な学習の時間

連携先：公民館・教育委員会
地域の大人や高校生と「くらし」と「幸せ」を考える！



まちの幸福論 国語科

連携先：公民館・教育委員会・市役所

自分たちのプロジェクトを
公民館、教育委員会、市役所
の皆さんと一緒にプラッシュ
アップ！



学習発表会 学校行事

連携先：公民館・PTA
・まちづくり団体



まちづくりプロジェクト
公民館＆まちづくり団体事業

（社会教育）

連携先：公民館・まちづくり団体

公民館で
地域の大人と作戦会議！



③まちづくり団体がこの事業
を主催

④来年度は、公民館文化祭と
重ねる予定

①学年の半分の児童が参加

②公民館がまちづくり団体につなぐ



2023.11.12 
マシュマロトーク

〜柔らかい発想で
会話を弾ませよう〜

中学生6人、高校生2人、大学生1人、社
会教育コーディネーター3人、大人5人



中学生たちが、「学校の外にはこんな場所があるんだ」と思える機会があると、学校
生活も安定するのではないかという思いから企画したイベントで、みんながそう思えた
かはわからなかった。でも、少なくとも学校の中では出会うことのできない人と話した
経験は、みんなにとって自信につながるのではないかと思った。
近年「サードプレイス」が流行していて、市内でも様々な場所がその役目を果たして

いる中、私自信改めてその意義を考えるきっかけになった。企画をしていく中で、目で
見ることはできないが、ゆりさん（公民館主事）やななみさん（社会教育コーディネー
ター）との空間が私にとってのサードプレイスになっているように感じた。
市外の高校に通い、イベントで久しぶりに高津川を眺めた私にとって、マシュマロ

トークはまさにセカンドプレイスから離れたサードプレイスだった。教室の窓から毎日
川や海を眺め、山の間を縫って学校に通っているが、同じ「川」と「山」なのに西益田
の自然を見た時はすごく安心した。それは、「半年前までずっと見ていたから」ではな
くて、「地域の人がいるから」感じた安心感だと思う。
数年前までこの地域に生まれたことを後悔していた自分にとってはすごく大きな変化

だ。私は今大学に行くために勉強をしていて、そのためには2年後必ず益田市を離れな
いといけない。大学生になっても、実家に帰った時はきっと同じような安心感を持つと
思う。



今地域が抱える過疎問題は、「定住」を得るだけが解決策ではなく、そこが誰に
とっての広い意味でのサードプレイスになれることでもあるのではないだろうか。たく
さんの人が「あってほしい」と願う場所は、廃れることはないと思う。帰りたくなる場
所になれば、今は1日２本しか飛ばない飛行機の本数が増える感もしれない。そうすれ
ば市外出身者も益田に来やすくなり、ここが彼らのサードプレイスになりうる。車を持
たない彼らが利用するであろうバスや電車の本数が増えたら、それは運転ができなく
なった市内の高齢者にとって大きな助けになるだろう。それはまさに、子どもから大人
までが「住みやすいまち」なのではないか。
マシュマロトークを通して、そんな未来が見えた気がした。そのためには、益田市に

生まれた子どもたちが小・中学生時代に地域の人と触れ、楽しい思い出を作ることが必
要だ。これからもマシュマロトークのように柔らかい発想で、自分にできることを考え
ていきたい。



近頃の子どもはあいさつせんの〜

顔を知っている子ども数

話をしたことのある子どもの数

名前を知っている子どもの数



遊ぶ のんびり 寝る

子どもも大人も共に！

静岡県裾野市
小田圭介さん発案





わいわい広場



「やってみたい」のエネルギー

「つくる」楽しさ



ひとまずやってみよう！
ミニの場 9月29日10時～



わいわい広場
第1回目 9月29日



わいわい広場
第1回目 9月29日





「一緒にやってもいいよ」





第２回目 10月27日



「次、おにぎり屋やりたい」









一緒につくる





参加者
↓

参画者



人のつながり

「つくる」楽しさ



「私」を主語にする



どーせむり

いいねいいね



いつの間にか… おもしろそう
誰でも… できそう
何しても… 大丈夫そう
失敗しても… 何とかなりそう

「やってみたい」を生むために
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